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中
央
大
学
刑
事
判
例
研
究
会

ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ブ
輪
切
り
破
損
事
故
に
つ
い
て
、ト
ラ
ッ
ク
製
造
会
社
の
品
質
保
証
業
務
担
当
者
に
、リ
コ
ー

ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
当

該
注
意
義
務
に
違
反
し
た
行
為
と
上
記
事
故
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

谷　
　

井　
　

悟　
　

司

最
高
裁
平
成
二
一
年
（
あ
）
第
三
五
九
号
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
被
告
事
件
、
平
成
二
四
年
二
月
八
日
第
三
小

法
廷
決
定
、
刑
集
六
六
巻
四
号
二
〇
〇
頁
、
裁
時
一
五
四
九
号
一
四
頁
、
判
タ
一
三
七
三
号
九
〇
頁
、
判
時

二
一
五
七
号
一
三
三
頁

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
Ｘ
は
、
三
菱
自
工
の
品
質
保
証
部
門
の
部
長
の
地
位
に
あ
り
、
同
社
が
製
造
し
た
自
動
車
の
品
質
保
証
業
務
を
統
括
す
る
業
務
に
従
事
し
、
同

社
製
自
動
車
に
発
生
し
た
重
要
な
不
具
合
に
つ
き
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
行
う
関
係
会
議
を
主
宰
す
る
な
ど
、
品
質

刑
事
判
例
研
究
⑹
（
谷
井
）
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保
証
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
被
告
人
Ｙ
は
、
三
菱
自
工
の
品
質
保
証
部
門
の
グ
ル
ー
プ
長
の
地
位
に
あ
り
、
被
告
人
Ｘ
を
補
佐
し
、
品
質
保
証
業
務

に
従
事
し
て
い
た
。

平
成
四
年
六
月
二
一
日
以
降
、
三
菱
自
工
製
ト
ラ
ッ
ク
に
装
備
さ
れ
た
ハ
ブ
が
走
行
中
に
輪
切
り
破
損
し
、
タ
イ
ヤ
等
が
脱
落
す
る
事
故
が
計
一
五
件

（
内
七
件
が
Ｄ
ハ
ブ
）
発
生
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
Ｙ
を
は
じ
め
と
す
る
品
質
保
証
部
門
関
係
者
ら
は
事
故
情
報
を
秘
匿
情
報

と
し
て
取
り
扱
い
、
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ブ
は
、
破
損
す
る
こ
と
が
基
本
的
に
想
定
さ
れ
て
い
な
い
重
要
保
安
部
品
と

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
上
記
の
輪
切
り
破
損
事
故
が
発
生
し
た
（
Ｄ
ハ
ブ
を
含
む
）
数
種
類
の
ハ
ブ
に
つ
い
て
は
、
開
発
当
時
そ
の
強
度
が
客
観
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

平
成
一
一
年
六
月
二
七
日
、
高
速
道
路
上
を
走
行
中
の
三
菱
自
工
製
バ
ス
に
装
備
さ
れ
た
Ｄ
ハ
ブ
が
輪
切
り
破
損
し
、
タ
イ
ヤ
等
が
脱
落
す
る
事
故
（
以

下
「
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事
故
」
と
い
う
）
が
発
生
し
た
。
同
事
故
に
つ
き
、
当
時
の
運
輸
省
か
ら
事
故
原
因
の
調
査
・
報
告
を
求
め
ら
れ
た
も
の
の
、
Ｘ
お

よ
び
Ｙ
は
、
事
故
情
報
を
秘
匿
情
報
と
し
て
取
り
扱
い
、
原
因
調
査
の
実
施
や
関
係
会
議
の
開
催
な
ど
、
同
製
品
に
関
す
る
改
善
措
置
の
実
施
に
必
要
な

措
置
を
何
ら
講
じ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
同
種
の
事
故
が
続
発
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
四
年
一
月
一
〇
日
、
走
行
中
の
三
菱
自
工
製
ト
ラ
ク
タ
に
装
備
さ
れ
た
Ｄ
ハ
ブ
が
輪
切
り

破
損
し
、
タ
イ
ヤ
等
が
脱
落
し
て
歩
行
中
の
女
性
に
激
突
し
、
同
女
を
含
む
歩
行
者
三
名
を
死
傷
さ
せ
た
事
故
（
以
下
「
本
件
瀬
谷
事
故
」
と
い
う
）
が

発
生
し
た
。
同
事
故
は
、
四
〇
件
目
（
Ｄ
ハ
ブ
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
一
九
件
目
）
の
輪
切
り
破
損
事
故
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
件
事
故
車
両
に
は
、

過
積
載
な
ど
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
不
適
切
な
整
備
・
使
用
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。

第
一
審
判
決
（
横
浜
地
判
平
成
一
九
年
一
二
月
一
三
日
刑
集
六
六
巻
四
号
二
七
九
頁
）
は
、
Ｄ
ハ
ブ
に
は
強
度
不
足
の
欠
陥
が
あ
り
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス

事
故
の
事
案
処
理
当
時
、Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
を
疑
う
に
足
り
る
客
観
的
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、被
告
人
両
名
に
は
、そ
の
時
点
で
リ
コ
ー

ル
等
の
改
善
措
置
を
行
う
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
、
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
の
更
な
る
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
か
か
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
本
件
瀬
谷
事
故
の
発
生
は
防
止
で
き
た
以
上
、
当
該
注
意
義
務
違
反
と
本
件
瀬
谷
事
故
と
の
間
の
因
果
関
係
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も
肯
定
で
き
る
と
し
て
、
被
告
人
両
名
に
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
ら
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
原
判
決
（
東

京
高
判
平
成
二
一
年
二
月
二
日
刑
集
六
六
巻
四
号
三
七
一
頁
）
は
、
被
告
人
両
名
に
か
か
る
注
意
義
務
を
認
め
る
た
め
に
は
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
疑
い

が
客
観
的
に
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
原
判
断
を
維
持
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
ら
が
上
告
し
た
。

【
決
定
要
旨
】

上
告
棄
却
。

「
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事
故
事
案
の
処
理
の
時
点
に
お
け
る
三
菱
自
工
製
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
の
強
さ
や
、
予
測
さ
れ
る
事
故
の
重
大
性
、
多
発
性
に

加
え
、
そ
の
当
時
、
三
菱
自
工
が
、
同
社
製
の
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
の
情
報
を
秘
匿
情
報
と
し
て
取
扱
い
、
事
故
関
係
の
情
報
を
一
手
に
把
握
し
て

い
た
こ
と
を
も
踏
ま
え
る
と
、
三
菱
自
工
で
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
者
に
お
い
て
は
、
リ
コ
ー
ル
制
度
に
関
す
る
道
路
運

送
車
両
法
の
関
係
規
定
に
照
ら
し
、
Ｄ
ハ
ブ
を
装
備
し
た
車
両
に
つ
き
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
い
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
刑
事
法
上
も
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
採
り
、
強
度
不
足
に
起
因
す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
の
更
な
る
発
生
を
防
止
す

べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
」。
そ
し
て
、
被
告
人
両
名
に
は
、「
そ
の
地
位
や
職
責
、
権
限
等
に
照
ら
し
…
…
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実

施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
り
、
強
度
不
足
に
起
因
す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
が
更
に
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

因
果
関
係
に
関
し
て
は
、
結
果
回
避
可
能
性
自
体
は
肯
定
し
う
る
も
の
の
、「
被
告
人
両
名
に
課
さ
れ
る
注
意
義
務
は
…
…
あ
く
ま
で
強
度
不
足
に
起
因

す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
が
更
に
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
で
あ
る
。
Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、

本
件
瀬
谷
事
故
が
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
起
因
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
瀬
谷
事
故
は
、
被
告
人
両
名
の
上
記
義
務
違
反
に

基
づ
く
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
被
告
人
両
名
の
上
記
義
務
違
反
と
本
件
瀬
谷
事
故
と
の
間
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き



三
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な
い
」。
も
っ
と
も
、
本
件
事
情
を
総
合
す
れ
ば
、「
Ｄ
ハ
ブ
に
は
、
設
計
又
は
製
作
の
過
程
で
強
度
不
足
の
欠
陥
が
あ
っ
た
と
認
定
で
き
、
本
件
瀬
谷
事

故
も
、
本
件
事
故
車
両
の
使
用
者
側
の
問
題
の
み
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
瀬
谷
事
故
は
、
Ｄ
ハ
ブ
を
装
備
し
た
車
両
に
つ
い
て
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
ら

な
か
っ
た
被
告
人
両
名
の
上
記
義
務
違
反
に
基
づ
く
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
両
者
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」。

な
お
、
田
原
睦
夫
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。

【
研
　
究
】

1　

問
題
の
所
在

本
件
は
、
い
わ
ゆ
る
三
菱
自
工
タ
イ
ヤ
等
脱
落
事
件
で
あ
り
、
前
述
の
瀬
谷
事
故
に
つ
い
て
、
同
社
で
品
質
保
証
業
務
を
担
当
し
て
い

た
被
告
人
両
名
に
お
い
て
、
同
種
ハ
ブ
を
装
備
し
た
車
両
に
つ
き
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き

業
務
上
の
注
意
義
務
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
同
事
故
と
当
該
注
意
義
務
に
違
反
し
た
行
為
と
の
間
に
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
事
案
で
は
、
弁
護
側
の
上
告
趣
意
や
田
原
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
欠
陥
の
有
無
や

本
件
瀬
谷
事
故
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
科
学
的
に
は
十
分
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
第
一
審
以
来
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事

故
の
事
案
処
理
の
時
点
で
、
被
告
人
ら
に
上
記
注
意
義
務
を
課
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
怠
っ
た
被
告
人
ら
の
過

失
不
作
為
と
本
件
瀬
谷
事
故
結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
を
肯
定
で
き
る
の
か
の
二
点
が
争
わ
れ
た
。

本
件
各
審
級
は
い
ず
れ
も
こ
の
二
点
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
本
決
定
で
は
、
科
学
的
に
は
十
分
な
証
明
が
な
さ
れ
た

と
言
い
難
い
上
記
各
事
情
が
存
在
し
て
も
、「
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
」
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
余
の
事
情
を
考
慮
し
て
被
告
人
ら
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の
具
体
的
な
注
意
義
務
が
認
定
さ
れ
た
点
、
そ
し
て
、
本
件
瀬
谷
事
故
の
原
因
を
な
お
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

つ
つ
、
従
来
判
例
が
採
用
し
て
き
た
と
さ
れ
る
「
危
険
の
現
実
化
」
と
い
う
基
準
を
明
示
的
に
用
い
て
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
た
点
が
目

を
引
く
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
製
品
の
リ
コ
ー
ル
に
関
わ
る
注
意
義
務
の
認
定
手
法
、
な
ら
び
に
、
因
果
関
係
の
判
断
基
準
を
分
析
の

主
軸
と
し
て
、
本
決
定
の
各
判
断
に
つ
き
検
討
を
加
え
る
。

2　

注
意
義
務
に
つ
い
て

⑴　

本
決
定
の
論
理
と
分
析
の
視
座

ま
ず
、
本
決
定
は
、
被
告
人
両
名
の
注
意
義
務
に
関
し
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事
故
の
事
案
処
理
の
時
点
に
お
い
て
予
見
可
能
性
が
存
在
し

た
こ
と
を
前
提
に）（
（

、
同
時
点
で
の
①
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
の
強
さ
や
予
測
さ
れ
る
事
故
の
重
大
性
・
多
発
性
に
加
え
て
、
②
三
菱

自
工
に
よ
る
事
故
関
係
情
報
の
掌
握
、
③
道
路
運
送
車
両
法
の
関
係
規
定
の
三
点
に
鑑
み
、「
三
菱
自
工
で
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
に

関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
者
」
た
る
被
告
人
ら
に
は
、「
Ｄ
ハ
ブ
を
装
備
し
た
車
両
に
つ
き
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に

必
要
な
…
…
措
置
を
採
り
、
強
度
不
足
に
起
因
す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
の
更
な
る
発
生
を
防
止
す
べ
き
注
意
義
務
」
が
あ
っ
た

と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
注
意
義
務
の
具
体
的
内
容
と
し
て
被
告
人
ら
に
は
、
④
地
位
・
職
責
・
権
限
等
に
照
ら
し
て
、
原
因
調
査
の
実
施

な
ど
と
い
っ
た
結
果
回
避
措
置
を
採
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
要
求
さ
れ
る
と
し
た
。

そ
こ
で
は
、
大
別
す
る
と
二
つ
の
点
に
つ
い
て
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
示
前
半
部
分
は
主
と
し
て
、
な

ぜ
数
あ
る
関
係
者
の
中
か
ら
被
告
人
ら
に
一
定
の
結
果
回
避
措
置
に
出
る
べ
き
注
意
義
務
が
課
さ
れ
た
の
か
（
注
意
義
務
の
負
担
主
体
の
特

定
）
と
い
う
点
に
、
そ
し
て
、
判
示
後
半
部
分
は
主
と
し
て
、
被
告
人
ら
に
は
結
果
回
避
に
向
け
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
採
る
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四
二

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
（
注
意
義
務
の
具
体
的
内
容
の
確
定
）
と
い
う
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
る）（
（

。
と
り
わ
け
、
前
者
の
判
断
は
、

こ
れ
ま
で
不
作
為
犯
論
の
分
野
で
議
論
さ
れ
て
き
た
作
為
義
務
（
な
い
し
は
保
障
人
的
地
位
）
の
発
生
根
拠
の
問
題
と
実
質
的
に
は
等
し
い

も
の
で
あ
ろ
う）（
（

。
過
失
作
為
の
競
合
類
型
の
場
合
、
積
極
的
な
危
険
創
出
行
為
を
行
っ
た
者
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
者
に
つ
い
て
注
意

義
務
の
有
無
・
内
容
を
検
討
す
れ
ば
足
り
る
が
、
本
事
案
の
よ
う
な
過
失
不
作
為
の
競
合
類
型
に
お
い
て
は
、
多
数
の
不
作
為
行
為
者
の

中
か
ら
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
困
難
が
伴
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
も
っ
て
注
意
義
務
の
負
担
主
体
を

特
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り）（
（

、
そ
の
上
で
、
そ
の
者
に
課
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
注
意
義
務
の
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
え
る）（
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
も
、
両
者
の
問
題
を
区
別
し
、
こ
の
順
番
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑵　

注
意
義
務
の
負
担
主
体
の
特
定

こ
の
点
、
本
決
定
は
ま
ず
、
①
と
い
っ
た
ハ
ブ
の
危
険
性
を
示
す
事
情
が
存
在
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
情
報
の
掌
握
や
「
三
菱
自
工
で

リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
者
」
と
し
て
の
被
告
人
両
名
の
地
位
・
職
責
・
権
限
な
ど
を
考
慮
し
て
、
被
告
人

ら
は
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

類
似
す
る
考
慮
要
素
は
、
同
じ
く
製
品
の
リ
コ
ー
ル
に
関
わ
る
注
意
義
務
を
肯
定
し
た
従
来
の
判
例
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大

阪
高
判
平
成
一
四
年
八
月
二
一
日
判
時
一
八
〇
四
号
一
四
六
頁
（
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
ミ
ド
リ
十
字
ル
ー
ト
）
で
は
、
非
加
熱
製
剤
に
よ
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
を
原
因
と
す
る
死
亡
の
危
険
性
、
被
告
人
ら
の
地
位
・
職
責
・
権
限
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
最
決
平
成
二
〇
年
三
月
三
日
刑
集

六
二
巻
四
号
五
六
七
頁
（
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
厚
生
省
ル
ー
ト
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
に
加
え
、
非
加
熱
製
剤
の
危
険
性
に
関
す
る

認
識
が
他
の
関
係
者
ら
に
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
製
剤
の
投
与
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
回
避
が
医
師
や
患
者
に
期
待
で
き
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
地
判
平
成
二
二
年
五
月
一
一
日
判
タ
一
三
二
八
号
二
四
一
頁
（
パ
ロ
マ
ガ
ス
湯
沸
器
事
件
）
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で
は
、
短
絡
に
起
因
す
る
死
傷
事
故
発
生
の
高
い
危
険
性
や
、
容
易
に
短
絡
が
可
能
で
あ
っ
た
湯
沸
器
の
構
造
に
加
え
、
被
告
人
ら
が
事

故
情
報
を
集
約
し
て
い
た
た
め
事
故
防
止
対
策
を
第
三
者
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
被
告
人
両
名
の
地
位
・
職
責
・
権

限
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
判
例
は
、
製
品
に
内
在
す
る
死
傷
結
果
発
生
の
危
険
を
前
提
に
、
情
報
の
掌
握
や
地

位
・
職
責
・
権
限
と
い
っ
た
具
体
的
事
情
か
ら
、
被
告
人
ら
が
リ
コ
ー
ル
に
関
わ
る
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
し
て
お
り
、
本
決
定
は
、

従
来
の
判
例
の
判
断
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う）（
（

。

さ
ら
に
本
決
定
の
当
該
判
示
部
分
を
分
析
す
る
と
、
被
告
人
ら
の
注
意
義
務
の
前
提
と
さ
れ
る
危
険
と
は
、
①
に
加
え
て
、「
強
度
不

足
に
起
因
す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
が
更
に
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
」
と
の
判
示
に
照
ら
せ
ば
、
強

度
不
足
に
起
因
し
て
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故
が
発
生
す
る
危
険
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
の
具
体
的
内
容

そ
れ
自
体
は
、
本
件
両
下
級
審
判
決
の
認
定
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
が
、
注
意
義
務
の
発
生
に
必
要
と
な
る
危
険
の
程
度
に
つ
い
て

は
、
第
一
審
判
決
で
は
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
欠
陥
の
存
在
を
前
提
に
か
か
る
危
険
が
認
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
原
判
決
お
よ

び
本
決
定
で
は
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
上
記
危
険
を
認
め
る
に
足
り
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
判
断
が
分
か
れ
て

い
る
。

こ
の
点
、
原
判
決
お
よ
び
本
決
定
の
判
断
は
、
リ
コ
ー
ル
制
度
に
関
す
る
道
路
運
送
車
両
法
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
原

判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
法
六
三
条
の
三
は
、「
自
動
車
の
構
造
、
装
置
又
は
性
能
が
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
状
態
又
は
適
合
し
て
い
な
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
原
因
が
設
計
又
は
製
作
の
過
程
に
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
」
は
、
自
動
車
製

作
者
に
リ
コ
ー
ル
関
連
事
項
の
届
出
義
務
が
生
ず
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、こ
れ
に
加
え
て
、六
三
条
の
二
に
お
い
て
も
、「
そ
の
構
造
、

装
置
又
は
性
能
が
保
安
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
…
…
自
動
車
…
…
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
が
設
計
又
は
製
作
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の
過
程
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」、運
輸
大
臣
に
リ
コ
ー
ル
の
勧
告
権
限
が
生
ず
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
規
定
に
照
ら
せ
ば
、

Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事
故
ま
で
に
発
生
し
た
輪
切
り
破
損
の
原
因
が
も
っ
ぱ
ら
過
積
載
な
ど
の

使
用
者
側
の
問
題
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、両
規
定
に
い
う
「
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
」

が
認
め
ら
れ
、
か
り
に
Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
欠
陥
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
ず
と
も
、
少
な
く
と
も
行
政
法
上

の
リ
コ
ー
ル
の
必
要
性
を
認
め
る
に
足
る
危
険
が
肯
定
で
き
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
存
在
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
①
の
各
事
情
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
道
路
交
通
車
両
の
安

全
性
の
確
保
と
い
う
抽
象
的
な
法
益
に
対
す
る
危
険
を
超
え
た
、
人
の
生
命
・
身
体
と
い
う
個
別
具
体
的
な
法
益
に
対
す
る
危
険
が
肯
定

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
刑
法
上
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
枠
内
で
も
リ
コ
ー
ル
に
向
け
た
措
置
が
必
要
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
、
本
決
定
で
は
、
こ
の
リ
コ
ー
ル
措
置
の
必
要
性
を
基
礎
づ
け
る
危
険
の
存
在
を
前
提
に
、
②
情
報
の
掌
握
、
③
行
政
法
上
の
関

係
規
定
、
地
位
・
職
責
・
権
限
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
被
告
人
ら
に
注
意
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
記
危
険

を
防
止
・
除
去
し
、
結
果
の
発
生
を
回
避
す
べ
き
主
体
、
す
な
わ
ち
、
注
意
義
務
の
負
担
主
体
が
、
被
告
人
両
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
の
掌
握
や
地
位
・
職
責
・
権
限
な
ど
と
い
っ
た
事
情
か
ら
被
告
人
ら
を
注
意
義
務
の
負
担
主
体
と
し

て
特
定
し
た
判
断
の
背
後
に
は
、
事
故
情
報
を
秘
匿
情
報
と
し
て
一
手
に
把
握
し
、
行
政
法
上
リ
コ
ー
ル
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
た
三
菱

自
工
の
内
部
に
お
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
に
関
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な

事
故
情
報
の
取
扱
い
を
主
導
し
、
現
に
当
該
情
報
に
精
通
し
て
い
た
他
な
ら
ぬ
被
告
人
両
名
に
対
し
て
、
リ
コ
ー
ル
の
実
施
に
必
要
な
措

置
を
と
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
点
を
重
視
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
期
待
と
は
、
単
な
る
社
会
的
期
待
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と
い
っ
た
抽
象
的
な
概
念
に
尽
き
る
の
で
は
な
く
、
結
果
発
生
の
具
体
的
な
危
険
の
存
在
を
前
提
に
、
情
報
の
掌
握
に
よ
る
危
険
源
た
る

製
造
物
の
支
配
や
、
消
費
者
の
生
命
・
身
体
法
益
の
依
存
、
そ
し
て
、
品
質
保
証
部
門
の
責
任
者
と
し
て
の
地
位
・
職
責
に
基
づ
く
品
質

保
証
の
引
き
受
け
と
い
っ
た
種
々
の
観
点
か
ら
導
か
れ
る
、
当
該
危
険
の
防
止
・
除
去
に
関
す
る
具
体
的
な
期
待
を
意
味
す
る
も
の
と
捉

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
期
待
が
ま
さ
に
他
で
も
な
い
被
告
人
両
名
に
向
け
ら
れ
、
結
果
発
生
へ
と
至
る
危
険
に
関
し
て
被
告

人
ら
が
他
者
と
は
異
な
る
特
別
な
関
係
に
立
た
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
被
告
人
ら
に
注
意
義
務
を
課
す
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
も
の
と

解
さ
れ
る）（
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
先
に
み
た
従
来
の
判
例
や
本
決
定
が
、
被
告
人
ら
の
地
位
・
職
責
・
権
限
に
と
ど
ま

ら
ず
、
情
報
の
掌
握
な
ど
に
よ
り
結
果
の
回
避
が
他
の
主
体
に
期
待
で
き
な
か
っ
た
状
況
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
も
合
理
性
が
認
め
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翻
っ
て
、
本
決
定
の
理
解
に
従
え
ば
、
た
と
え
ば
、
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
ミ
ド
リ
十
字
ル
ー
ト
や
パ
ロ
マ
ガ
ス
湯
沸
器
事
件
の
被
告
人
と

は
異
な
り
リ
コ
ー
ル
の
実
施
に
関
わ
る
直
接
的
な
地
位
・
職
責
・
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
事
故
情
報
を
直
接
把
握
す
る
こ
と
も
ま
た
で

き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
三
菱
自
工
の
代
表
取
締
役
や
、
関
係
会
議
の
適
切
な
と
り
ま
と
め
結
果
と
い
っ
た
重
要
な
情
報
を
被
告
人
ら
か

ら
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
リ
コ
ー
ル
等
の
実
施
の
要
否
の
最
終
決
定
権
者
」）

（
（

、
製
造
・
販
売
後
に
生
じ
る
製
品
事
故
を
防
止
す
る
の

に
必
要
な
地
位
・
職
責
・
権
限
を
有
し
て
い
な
い
設
計
開
発
部
門
関
係
者
ら
、
そ
し
て
、
被
告
人
両
名
と
は
異
な
り
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損

事
故
に
関
す
る
製
品
情
報
の
処
理
に
直
接
的
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
被
告
人
ら
以
外
の
品
質
保
証
部
門
関
係
者
ら
に
つ
い
て
は
、
リ
コ
ー

ル
に
向
け
た
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
情
報
の
掌
握
や
し
か
る
べ
き
地
位
・
職
責
・
権
限
が
な
い
た
め
、
当
該
措
置
の
実
施

を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
上
記
注
意
義
務
の
負
担
主
体
と
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
数
あ
る
三
菱
自

工
関
係
者
ら
の
中
か
ら
被
告
人
両
名
の
み
が
起
訴
さ
れ
た
と
い
う
、
本
事
案
に
お
け
る
訴
追
対
象
者
の
選
択
判
断
に
も
一
定
の
合
理
性
が
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認
め
ら
れ
よ
う
。

⑶　

注
意
義
務
の
具
体
的
内
容
の
確
定

以
上
の
よ
う
に
、
被
告
人
ら
が
リ
コ
ー
ル
に
関
わ
る
注
意
義
務
の
負
担
主
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
本
決
定
は
、
被
告
人
両
名

の
④
地
位
・
職
責
・
権
限
等
に
照
ら
し
て
、
品
質
保
証
部
門
の
部
長
で
あ
っ
た
Ｘ
に
は
、
ⓐ
強
度
不
足
の
お
そ
れ
の
把
握
、
ⓑ
原
因
調
査

の
指
示
、
ⓒ
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
社
内
手
続
の
推
進
、
ⓓ
運
輸
省
担
当
官
に
対
す
る
調
査
結
果
の
正
確
な
報
告

を
す
る
注
意
義
務
が
、
グ
ル
ー
プ
長
と
し
て
Ｘ
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
Ｙ
に
は
、
ⓔ
原
因
調
査
、
ⓕ
上
記
社
内
手
続
推
進
の
進
言
、

ⓖ
運
輸
省
担
当
官
に
対
す
る
調
査
結
果
の
正
確
な
報
告
の
取
り
計
ら
い
を
す
る
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
し
て
、
被
告
人
ら
が
負
う
べ
き
注

意
義
務
の
具
体
的
内
容
を
確
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
被
告
人
両
名
に
内
容
の
異
な
る
注
意
義
務
が
課
さ
れ
た
の
は
、
上
述
し
た
結
果

発
生
の
危
険
と
し
て
の
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
お
そ
れ
に
関
す
る
認
識
内
容
に
相
違
が
み
ら
れ
た
こ
と
や
、
両
者
の
地
位
・
職
責
が
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
は
、
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
起
因
す
る
事
故
の
再
発
防
止
が
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス

事
故
の
事
案
処
理
の
時
点
で
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
中
か
ら
、

自
己
の
有
す
る
権
限
に
応
じ
て
各
人
が
実
際
に
実
行
し
う
る
結
果
回
避
措
置
の
み
が
注
意
義
務
の
内
容
と
さ
れ
う
る
こ
と
か
ら
、
実
行
可

能
な
結
果
回
避
措
置
に
相
違
が
み
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
事
前
的
結
果
回
避
可
能
性
（
あ
る
い
は
義
務
履
行
の
可
能
性
）
の
考

慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る）（
（

。

こ
の
点
、
Ｘ
に
課
さ
れ
た
ⓐ
の
注
意
義
務
は
、
い
わ
ゆ
る
情
報
収
集
義
務
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
注
意
義
務
と
は
異
な

り
、
強
度
不
足
に
起
因
す
る
事
故
の
更
な
る
発
生
の
防
止
と
直
接
的
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス

事
故
事
案
の
処
理
の
時
点
で
…
…
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
」
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
接
リ
コ
ー
ル
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の
必
要
性
を
把
握
し
、
上
記
措
置
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
Ｙ
と
は
異
な
り
、「
同
事
故
の
内
容
の
ほ
か
、
過
去
に
も
同
種
の
輪
切

り
破
損
事
故
が
相
当
数
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
」に
と
ど
ま
る
Ｘ
に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
あ
っ

た
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
事
実
の
一
部
を
認
識
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
理
由
に
リ
コ
ー
ル
の
必
要
性
を
直
ち
に
把
握
し
、
上

記
各
措
置
を
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｘ
が
ⓑ
ⓒ
ⓓ
の
注
意
義
務
を
履
行
す
る
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
ⓐ
の
措
置
を
実

施
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
、
Ｘ
に
は
、
ⓐ
を
含
ん
だ
一
連
の
具
体
的
措
置
全
体
を
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る）（（
（

。

他
方
、
Ｙ
は
、
上
述
の
と
お
り
、
ⓔ
や
ⓖ
と
い
っ
た
リ
コ
ー
ル
に
必
要
な
措
置
を
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、

社
内
手
続
の
推
進
に
関
し
て
は
、
関
係
会
議
を
開
催
す
る
権
限
が
Ｘ
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ

く
ま
で
Ｘ
に
対
し
て
進
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
ら
の
関
与
の
も
と
三
菱
自
工
が
リ
コ
ー
ル
を
実
施
し
た

例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
こ
と
な
ど
に
も
照
ら
す
と
、
各
措
置
の
実
施
に
よ
り
リ
コ
ー
ル
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
記
注
意
義
務
が
課
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

3　

因
果
関
係
に
つ
い
て

⑴　

本
決
定
の
論
理

次
い
で
、
本
決
定
は
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
事
故
の
事
案
処
理
の
時
点
で
リ
コ
ー
ル
し
て
い
れ
ば
本
件
瀬
谷
事
故
は
確
実
に
発
生
し
て
い
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
由
に
、
Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
だ
け
で
、
本
件
瀬
谷
事
故
の
原
因
や
同
事
故
車
両

の
利
用
状
況
を
特
段
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
因
果
関
係
を
肯
定
し
た
原
判
決
の
説
示
は
相
当
で
な
い
と
し
つ
つ
、
結
果
回
避
可
能
性
自
体
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は
肯
定
し
う
る
も
の
の
、
Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
が
存
在
せ
ず
、
本
件
瀬
谷
事
故
が
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
起
因
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
同
事
故
は
被
告
人
両
名
の
注
意
義
務
違
反
に
基
づ
く
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
因
果
関
係
を
肯
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｄ
ハ
ブ
に
は
設
計
・
製
作
の
過
程
で
強
度
不
足
の
欠
陥
が
あ
っ
た
と
認
定
で
き
、
本
件
瀬

谷
事
故
も
事
故
車
両
の
使
用
者
側
の
問
題
の
み
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
と

い
え
る
こ
と
か
ら
、
上
記
危
険
の
現
実
化
が
認
め
ら
れ
、
因
果
関
係
を
肯
定
で
き
る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
本
件
瀬
谷
事
故
車
両
に
み
ら
れ
る
使
用
者
側
の
不
適
切
な
利
用
状
況
と
い
う
第
三
者
の
介
在
事
情
が
結
果

発
生
の
原
因
で
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
本
事
案
に
お
い
て
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
リ
コ
ー
ル
等
の
改
善
措
置
の
実
施
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
採
ら
な
か
っ
た
被
告
人
両
名
の
注
意
義
務
違
反
行
為
と
本
件
瀬
谷
事
故
結
果
と
の
間
に
、
結
果
回
避
可
能
性
（
あ
る
い

は
条
件
関
係
）
の
み
な
ら
ず
、
危
険
の
現
実
化
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

⑵　

危
険
の
現
実
化

本
決
定
同
様
、
被
告
人
の
過
失
行
為
と
結
果
発
生
と
の
間
に
第
三
者
の
不
適
切
な
行
為
が
介
在
し
た
事
案
に
つ
き
因
果
関
係
を
判
断
す

る
上
で
危
険
の
現
実
化
と
い
う
基
準
を
明
示
的
に
用
い
た
最
高
裁
判
例
と
し
て
は
、
最
決
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
刑
集
六
四
巻
七
号

一
〇
一
九
頁
（
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
件
）
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
複
数
の
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
、
直
接
的
な
表
現
こ
そ
用
い
ら
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
同
種
の
事
案
に
つ
き
当
該
基
準
に
従
っ
て
因
果
関
係
の
存
否
が
判
断
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る）（（
（

。
そ
こ
で
は
い
ず
れ
も
、

第
三
者
な
い
し
被
害
者
の
不
適
切
な
行
為
と
相
俟
っ
て
結
果
発
生
に
至
る
危
険
性
を
被
告
人
の
行
為
が
有
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
被

告
人
の
行
為
が
第
三
者
な
い
し
被
害
者
の
行
為
の
契
機
と
な
り
、
実
際
に
結
果
発
生
へ
と
至
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
判
例
は
、
結
果
回
避
可
能
性
の
存
在
を
前
提
に
、
被
告
人
の
過
失
行
為
が
有
す
る
具
体
的
な
危
険
に
着
目
し
た
上
で
、
介
在
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し
た
第
三
者
な
い
し
被
害
者
の
行
為
が
被
告
人
の
行
為
に
よ
り
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
被
告
人
の
行
為
が
結
果
発
生
の

原
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
の
行
為
が
有
す
る
危
険
の
具
体
的

内
容
を
踏
ま
え
て
、
被
告
人
の
行
為
と
介
在
事
情
と
の
関
係
に
も
着
目
し
つ
つ
、
被
告
人
の
行
為
が
結
果
発
生
の
原
因
で
あ
っ
た
か
否
か

を
問
題
と
し
て
、
な
お
被
告
人
の
行
為
が
結
果
発
生
の
原
因
と
い
え
る
場
合
に
の
み
発
生
結
果
を
当
該
行
為
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
従

来
の
判
例
に
お
け
る
危
険
の
現
実
化
の
判
断
構
造
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
決
定
に
お
い
て
も
、「
被
告
人
両
名
に
課
さ
れ
る
注
意
義
務
は
…
…
あ
く
ま
で
強
度
不
足
に
起
因
す
る
Ｄ
ハ
ブ
の
輪
切
り
破
損
事
故

が
更
に
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
被
告
人
ら
の
過
失
行
為
が
有
す
る
危
険
の
具
体

的
内
容
が
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
よ
る
輪
切
り
破
損
事
故
を
惹
起
す
る
危
険
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
上
で
、
Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
欠
陥

が
あ
っ
た
か
否
か
、
そ
し
て
、
本
件
瀬
谷
事
故
が
こ
れ
に
起
因
す
る
も
の
と
い
え
る
の
か
否
か
が
、
危
険
の
現
実
化
と
い
う
形
で
問
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
両
者
が
肯
定
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
被
告
人
ら
の
過
失
行
為
の
危
険
が
現
実
化
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

Ｄ
ハ
ブ
に
強
度
不
足
の
欠
陥
が
存
在
し
、
本
件
瀬
谷
事
故
が
こ
れ
に
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
上
記
危
険
を
有
す
る
被

告
人
ら
の
過
失
行
為
が
本
件
瀬
谷
事
故
の
原
因
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
被
告
人
の

行
為
が
結
果
発
生
の
原
因
と
い
え
る
か
を
問
題
と
す
る
点
で
、
本
決
定
は
、
先
に
み
た
従
来
の
判
例
に
お
け
る
危
険
の
現
実
化
の
判
断
構

造
と
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
本
事
案
に
お
い
て
は
、
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
の
欠
陥
の
有
無
や
本
件
瀬
谷
事
故
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
科
学
的

に
は
十
分
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
同
事
故
車
両
に
は
過
積
載
な
ど
の
事
情
も
認
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
使
用
者
側
の
不
適
切
な
整

備
・
使
用
状
況
に
よ
り
生
じ
た
ハ
ブ
の
摩
耗
が
事
故
原
因
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
人
ら
の
過
失
行
為
が
本
件
瀬
谷
事
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故
の
原
因
で
あ
る
と
直
ち
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
現
に
本
決
定
は
、
同
事
故
車
両
に
使
用
者
側
の
問
題
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
自
体
は
否
定
し
難
い
と
す
る
一
方
で
、
な
お
本
件
瀬
谷
事
故
は
使
用
者
側
の
問
題
の
み
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
と
評
価
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
本
件
瀬
谷
事
故
の
原
因
を
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
決
定
が

こ
れ
を
肯
定
し
た
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
考
慮
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
決
定
が
、
事
故
車
両
に
認
め
ら
れ
る
使
用
者
側
の
問
題
を
「
車
両
の
製
造
者
が
そ
の
設
計
、
製
造
を
す
る
に
当
た
り
通

常
想
定
す
べ
き
市
場
の
実
態
と
し
て
考
え
ら
れ
る
程
度
を
超
え
た
異
常
、
悪
質
な
整
備
、
使
用
等
の
状
況
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
」

と
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
、
車
両
の
設
計
・
製
造
に
あ
た
り
通
常
想
定
す
べ
き
市
場
の
実
態
と
し
て
考
え
ら
れ
る
程
度
の
不
適
切
な
整
備
・

使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
強
度
が
、
自
動
車
製
品
、
と
り
わ
け
、「
破
損
す
る
こ
と
が
基
本
的
に
想
定
さ
れ
て
い

な
い
重
要
保
安
部
品
」
で
あ
る
ハ
ブ
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
件
瀬
谷
事
故
車
両
に
整
備
さ
れ
て
い
た
Ｄ
ハ
ブ
が
こ
の
程
度

の
不
適
切
な
整
備
・
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い
強
度
し
か
備
え
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
で
、
道
路
運
送
車
両
法
に
定
め
ら
れ
た

リ
コ
ー
ル
の
対
象
と
な
り
う
る
「
設
計
又
は
製
作
の
過
程
を
原
因
と
す
る
基
準
不
適
合
状
態
」
と
し
て
の
強
度
不
足
の
欠
陥
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
る）（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
運
輸
省
自
動
車
交
通
局
長
の
依
命
通
達）（（
（

が
、「
通
常
想
定
さ
れ
る
使
用
の
限
度
又
は
耐
用
期
間

を
超
え
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
認
め
ら
れ
る
不
適
合
状
態
」
を
、
リ
コ
ー
ル
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
り
に
本
件
瀬
谷
事
故
が
使
用
者
側
の
問
題
と
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
と
が
相
俟
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
根
本
的
な
原
因
を
な
お
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

反
対
に
、
こ
の
程
度
を
超
え
た
異
常
、
悪
質
な
整
備
・
使
用
状
況
が
認
め
ら
れ
、
本
件
瀬
谷
事
故
が
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
側
の
問
題
の
み

に
よ
っ
て
発
生
し
た
と
い
え
る
場
合
に
は
、
先
の
依
命
通
達
に
照
ら
せ
ば
、
Ｄ
ハ
ブ
に
は
リ
コ
ー
ル
の
対
象
と
な
り
う
る
強
度
不
足
が
そ
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も
そ
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
瀬
谷
事
故
の
原
因
を
Ｄ
ハ
ブ
の
強
度
不
足
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
被
告
人
ら
の
過
失
行
為

が
同
事
故
の
原
因
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
原
判
決
（
お
よ
び
第
一
審
判
決
）
は
、
結
果
回
避
可
能
性
が
肯
定
で
き
る
以
上
、
本
件
瀬
谷
事

故
車
両
の
使
用
状
況
は
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
の
に
妨
げ
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
発
生
結
果
を
被
告
人
ら
の
行
為
に

帰
属
で
き
る
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
が
、
本
決
定
は
こ
れ
を
相
当
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
正
当
に
も
、
結
果
発
生
の
原
因
と
は
い
え

な
い
行
為
に
当
該
結
果
を
帰
属
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
果
回
避
可
能
性
の
み
で
は
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う

過
失
不
作
為
事
案
に
お
け
る
因
果
関
係
判
断
の
基
本
的
立
場
を
確
認
し
た
も
の
と
い
え
る
。

4　

本
決
定
の
意
義
と
そ
の
射
程

本
決
定
は
、
製
品
に
欠
陥
が
存
在
す
る
こ
と
が
科
学
的
に
は
十
分
立
証
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
当
該
製
品
の
リ
コ
ー
ル
に
向
け
た
措
置

の
不
作
為
に
つ
き
責
任
を
問
い
う
る
と
し
た
点
で
、
し
ば
し
ば
重
要
な
情
報
が
組
織
的
に
隠
蔽
さ
れ
る
な
ど
し
て
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ

く
事
故
原
因
な
ど
の
解
明
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
刑
事
製
造
物
責
任
事
案
に
お
い
て
、
企
業
な
い
し
組
織
の
内
部
に
い
る
特
定
の
個

人
の
過
失
責
任
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
決
定
に
お
け
る
注
意
義
務
の
判
断
は
、
従
来
の
判
例
と
比
較
し
て
特
段
目
新
し
い
考
え
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

情
報
の
掌
握
と
地
位
・
職
責
・
権
限
な
ど
を
重
視
し
た
判
断
枠
組
み
は
、
今
後
も
生
起
す
る
で
あ
ろ
う
刑
事
製
造
物
責
任
事
案
に
お
い
て
、

膨
大
な
関
係
者
の
中
か
ら
注
意
義
務
の
主
体
を
特
定
す
る
際
に
有
用
な
基
準
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
人
の
注
意
義
務
の
認
定
と

い
う
実
体
法
上
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
訴
追
対
象
者
の
選
択
判
断
と
い
う
手
続
法
の
観
点
か
ら
も
少
な
か
ら
ず
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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ま
た
、
本
決
定
に
お
け
る
因
果
関
係
判
断
は
、
危
険
の
現
実
化
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
詳

細
な
事
実
認
定
と
理
由
づ
け
で
も
っ
て
こ
れ
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
危
険
の
現
実
化
基
準
を
採
用
し
て
き
た
と
さ
れ
る
従
来
の
判
例

実
務
の
判
断
に
、
貴
重
な
一
事
例
を
付
け
加
え
る
も
の
と
い
え
る）（（
（

。

（
（
）
本
決
定
に
お
け
る
予
見
可
能
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
幸
典
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
四
頁
以
下
、

前
田
雅
英
「
自
動
車
・
電
車
事
故
の
原
因
の
確
定
と
構
成
要
件
該
当
性
」
警
察
学
論
集
六
六
巻
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
四
八
頁
以
下
、
松
宮
孝

明
「
判
研
」
立
命
館
法
学
三
四
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
一
〇
頁
、
甲
斐
克
則
「
欠
陥
車
両
の
製
造
と
刑
事
責
任
─
三
菱
自
工
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
イ

ヤ
脱
落
事
故
最
高
裁
決
定
を
契
機
と
し
て
─
」
北
九
州
市
立
大
学
法
政
論
集
四
〇
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
六
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
（
）
こ
れ
に
類
似
し
た
分
析
と
し
て
、
岡
部
雅
人
「
過
失
不
作
為
犯
に
お
け
る
『
注
意
義
務
』
に
つ
い
て
」『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀

祝
賀
論
文
集
［
上
巻
］』（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
〇
頁
以
下
が
あ
る
。
岡
部
は
、
前
者
の
点
を
「
不
作
為
犯
に
お
け
る
作
為
義
務
の
発
生

根
拠
」
の
問
題
と
し
て
、
後
者
の
点
を
「
過
失
犯
に
お
け
る
結
果
回
避
義
務
」
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、

両
者
の
判
断
は
そ
の
方
法
や
考
慮
要
素
な
ど
多
く
の
点
で
共
通
す
る
た
め
、
特
段
区
別
す
る
必
要
が
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
成
瀬
・

前
掲
注（
（
）一
二
六
頁
。

（
（
）
こ
の
よ
う
に
過
失
不
作
為
の
競
合
類
型
に
お
い
て
注
意
義
務
の
負
担
主
体
の
特
定
の
問
題
を
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
明
確
に
関
連
づ
け
る
も

の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
北
川
佳
世
子
「
過
失
の
競
合
と
責
任
主
体
特
定
の
問
題
─
過
失
不
作
為
犯
の
競
合
を
中
心
に
─
」
刑
法
雑
誌
五
二
巻
二

号
（
二
〇
一
三
年
）
三
一
四
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）
同
様
に
企
業
内
部
で
の
作
為
義
務
者
の
特
定
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
岡
部
雅
人
「
企
業
不
祥
事
と
過
失
犯
の
成
否
─
製
品
事
故

を
中
心
に
─
」
姫
路
法
学
五
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
九
五
頁
が
あ
る
。

（
（
）
な
お
、
本
決
定
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
両
者
の
観
点
を
、
法
人
・
組
織
レ
ベ
ル
で
の
注
意
義
務
の
発
生
根
拠
な
い
し
注
意
義
務
の
内
容
を
観

念
し
た
上
で
、
法
人
・
組
織
内
の
個
人
の
注
意
義
務
の
内
容
を
確
定
す
る
と
い
う
段
階
的
思
考
を
用
い
て
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

成
瀬
・
前
掲
注（
（
）一
二
五
頁
以
下
、
樋
口
亮
介
「
判
研
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
六
七
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）
本
決
定
を
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
古
川
伸
彦
「
判
批
」
法
学
教
室
三
八
九
号
別
冊
付
録
判
例
セ
レ
ク
ト
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二
〇
一
二
［
Ⅰ
］（
二
〇
一
三
年
）
二
九
頁
、
甲
斐
淑
浩
「
経
営
者
の
刑
事
責
任
」『
実
務
に
効
く
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
判
例
精
選
』（
有

斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
二
九
頁
、
岡
部
雅
人
「
刑
事
製
造
物
責
任
に
お
け
る
回
収
義
務
の
発
生
根
拠
─
わ
が
国
の
議
論
状
況
を
め
ぐ
っ
て
─
」

刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）
こ
の
よ
う
な
期
待
と
い
う
概
念
に
、
製
品
の
リ
コ
ー
ル
に
関
わ
る
刑
法
上
の
義
務
の
発
生
根
拠
を
見
出
す
も
の
と
し
て
、
塩
見
淳
「
瑕
疵
あ
る

製
造
物
を
回
収
す
る
義
務
に
つ
い
て
」
刑
法
雑
誌
四
二
巻
（
二
〇
〇
三
年
）
三
七
〇
頁
以
下
。

（
（
）
三
菱
自
工
の
「
国
内
車
リ
コ
ー
ル
・
改
善
対
策
処
理
要
綱
」
に
よ
れ
ば
、「
品
質
・
技
術
本
部
長
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス

事
故
当
時
は
、「
品
質
技
術
担
当
役
員
」
を
指
す
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
刑
集
六
六
巻
四
号
二
九
二
、
二
九
三
頁
参
照
）。

（
（
）
成
瀬
・
前
掲
注（
（
）一
二
七
頁
脚
注
（（
、
樋
口
・
前
掲
注（
（
）一
六
九
頁
以
下
。

（
（0
）
情
報
収
集
義
務
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
山
本
紘
之
「
過
失
犯
に
お
け
る
情
報
収
集
義
務
に
つ
い
て
─
危
惧
感
説
と
の
関
連
を
中
心
に
─
」

法
学
新
報
一
一
二
巻
九=
一
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
〇
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
（（
）
た
と
え
ば
、
最
決
昭
和
六
三
年
五
月
一
一
日
刑
集
四
二
巻
五
号
八
〇
七
頁
（
柔
道
整
復
師
事
件
）、
最
決
平
成
四
年
一
二
月
一
七
日
刑
集
四
六
巻

九
号
六
八
頁
（
夜
間
潜
水
訓
練
事
件
）、
最
決
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
刑
集
五
八
巻
七
号
六
四
五
頁
（
高
速
道
路
停
車
事
件
）
な
ど
。

（
（（
）
松
宮
・
前
掲
注（
（
）六
一
七
頁
以
下
。

（
（（
）
「
リ
コ
ー
ル
の
届
出
等
に
関
す
る
取
扱
要
領
に
つ
い
て
」（
自
審
第
一
二
五
五
号
の
二
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
二
日
）。

（
（（
）
そ
の
ほ
か
に
、
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
松
宮
孝
明
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
七
頁
、
匿
名
「
判
批
」
法

律
時
報
八
四
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
五
頁
、
北
川
佳
世
子
「
判
批
」『
平
成
二
四
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）

一
四
八
頁
、
本
決
定
を
取
り
扱
っ
た
論
考
と
し
て
、
北
川
佳
世
子
「
最
近
の
過
失
裁
判
例
に
寄
せ
て
（
（
）」
法
曹
時
報
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
三

年
）、『
町
野
朔
先
生
古
稀
記
念 

刑
事
法
・
医
事
法
の
新
た
な
展
開 
上
巻
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
の
小
林
憲
太
郎
「
条
件
関
係
の
判
断

方
法
」
三
三
頁
な
ら
び
に
林
幹
人
「
結
果
回
避
可
能
性
と
『
危
険
の
現
実
化
』
─
最
高
裁
平
成
二
四
年
二
月
八
日
決
定
を
契
機
と
し
て
」
一
七
三
頁
、

本
事
案
の
第
一
審
判
決
・
原
判
決
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
山
中
敬
一
「
刑
事
製
造
物
責
任
論
に
お
け
る
作
為
義
務
の
根
拠
」
関
西
大
学
法
学

論
集
六
〇
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
〇
頁
以
下
が
あ
る
。
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本
稿
脱
稿
後
、
本
決
定
に
関
す
る
解
説
と
し
て
、
矢
野
直
邦
「
判
解
」
法
曹
時
報
六
七
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
四
五
頁
、
ま
た
、
本
決
定
を
取

り
扱
っ
た
論
考
と
し
て
、
古
川
伸
彦
「
い
わ
ゆ
る
製
造
物
責
任
事
案
に
お
け
る
過
失
不
作
為
犯
の
認
定
に
つ
い
て
─
三
菱
自
工
製
ト
ラ
ッ
ク
車
輪
脱
落

事
件
上
告
審
決
定
を
素
材
と
し
て
」
研
修
八
〇
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
頁
に
接
し
た
。
古
川
論
文
は
、
義
務
主
体
と
義
務
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
問
う
こ

と
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
点
（
八
頁
）
で
、
本
稿
と
お
お
む
ね
同
じ
問
題
関
心
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
の
検
討
を
過
失
犯
に
お

け
る
注
意
義
務
違
反
で
は
な
く
、
と
も
に
不
作
為
犯
に
お
け
る
作
為
義
務
違
反
の
枠
内
で
行
う
点
（
七
頁
）
は
、
本
稿
と
や
や
理
解
を
異
に
す
る
も
の

と
い
え
る
。

（
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


